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2018年6月期
第2四半期累計金額

（構成比）

2019年6月期
第2四半期累計金額

（構成比）

前年同期比較

増減額（増減率）
主な増減要因

売上高 27,273 30,227 2,954 (10.8%)
･上向く企業のIT投資、ｅスポーツ・新4K
衛星放送開始等のトレンドに乗る

売上総利益 4,942 (18.1%) 5,613 （18.6%） 671 (13.6%) ･増収効果

販売費及び一般管理費 3,824 (14.0%) 4,297 （14.2%） 473 (12.4%)

・主な増加項目

-研究開発費、広告宣伝費

-物流費等変動費

-減価償却費、人件費

営業利益 1,118 (4.1%) 1,315 （4.4%） 197 (17.7%)

営業外収益 102 98 ▲4 （▲3.9%）

営業外費用 84 96 12 （14.3%）

経常利益 1,136 (4.2%) 1,317 （4.4%） 181 (16.0%)

特別利益/特別損失 - ▲44 ▲44 (-) ・投資有価証券評価損の計上

法人税等合計 335 (1.2%) 408 (1.3%) 73 (21.8%)

非支配株主に帰属する
四半期純利益 45 16 ▲29 (▲64.4%)

親会社株主に帰属する
四半期純利益

754 (2.8%) 848 （2.8%） 94 (12.5%)

2019年6月期第2四半期 損益計算書

（単位：百万円）

112.01円期中平均為替レート（USD） 112.18円
3



前年同期比 増減額 増減率

■ 商品・その他 803 9.3%

■ 特注 240 87.9%

■ 周辺機器 272 7.4%

■ 液晶 1,910 32.1%

■ ストレージ 377 5.5%

■ メモリ ▲648 ▲35.8%

2019年6月期第2四半期 部門別売上高

（単位：百万円）
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上向く企業のIT投資、ｅスポーツ・新4K衛星放送開始等のトレンドを掴み

「メモリ」を除く全ての部門で増収
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2018年6月期
第2四半期末①

2018年6月期
期末②

2019年6月期
第2四半期末③

比較
（③-①）

比較
（③-②）

主な増減理由（前期末比③-②）

流動資産 31,176 31,705 33,734 2,558 2,029

現金及び預金 6,139 9,114 5,712 ▲427 ▲3,402 ・たな卸の増加による影響、設備投資に係る支出等

受取手形及び売掛金 13,513 11,854 14,841 1,328 2,987 ・増収基調を反映
・年末年始商戦・旧正月期を挟む年度末商戦期への備えたな卸資産 10,063 10,072 12,202 2,139 2,129

その他の流動資産 1,459 664 978 ▲481 314

固定資産 7,079 8,086 8,846 1,767 760 ・物流倉庫建設に伴う仮勘定の増加（802→1,484）

資産合計 38,255 39,792 42,580 4,325 2,788

流動負債 13,294 12,264 14,894 1,600 2,630

支払手形及び買掛金 9,375 8,306 10,519 1,144 2,213 ・増収基調による影響、商戦期への備え

短期借入金 50 - - ▲50 -

1年内返済予定の長期借入金 - 93 281 281 188 ＊

未払法人税等 389 524 617 228 93

その他の流動負債 3,479 3,337 3,474 ▲5 137

固定負債 452 1,854 1,704 1,252 ▲150 ・物流倉庫新設に係る長期借入金（上記＊含む計1,500）

負債合計 13,747 14,116 16,598 2,851 2,481

株主資本合計 23,657 24,970 25,383 1,726 413 ・利益の計上、剰余金の配当

その他の包括利益累計額合計 710 575 463 ▲247 ▲112

非支配株主持分 139 129 135 ▲4 6

純資産合計 24,508 25,675 25,982 1,474 306

負債純資産合計 38,255 39,792 42,580 4,325 2,788

2019年6月期第2四半期 貸借対照表
（単位：百万円）
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部門別の概況



メモリ部門

887

1,400
892 

282

410

271 

0

1,000

2,000

前年同期比 増減額 増減率

■ メモリモジュール ▲139 ▲33.9%

■ フラッシュメモリ ▲508 ▲36.3%

前年同期比 増減率

● 販売台数 0.2%

■ 販売単価 ▲35.9%

売上高の推移

当部門全体の台数・単価の増減推移

（単位：百万円）

1,169

1,811

1,163

17年6月期上期 18年6月期上期 19年6月期上期

※18年6月期上期と19年6月期上期の比較

メモリモジュール：単価は横ばいながら、販売伸び悩みが響く

フラッシュメモリ（メモリカード・ＵＳＢメモリ等）：販売微増ながら半導体市況に連動する単価下落が響く
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※18年6月期上期と19年6月期上期の比較80%
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29.2%

23.1%
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76.9%
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ストレージ部門
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前年同期比 増減額 増減率

■ HDD 546 9.4%

■ DVD/BD ▲169 ▲15.6%

前年同期比 増減率

● 販売台数 3.2%

■ 販売単価 2.2%

売上高の推移

（単位：百万円）

当部門全体の台数・単価の増減推移

外付HDDのサイズ・容量(3.5ｲﾝﾁのみ)の内訳 ［販売台数］

※18年6月期上期と19年6月期上期の比較

5,975 6,876 7,253

17年6月期上期 18年6月期上期 19年6月期上期

19年6月期上期

18年6月期上期

ハードディスク ：シェアアップによる販売伸張と単価も上向く

光ディスクドライブ：PC増設用モデル、音楽ＣＤを直接スマホに取り込み・楽しむ「CDレコ」共に減収
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※18年6月期上期と19年6月期上期の比較
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【売上高】
（単位：百万円）

【台数】
（単位：千台）

売上高・販売台数の推移

型・サイズ別内訳 [販売台数]

前年同期比 増減率

● 売上高 32.1%

■ 台数 25.1%

企業のIT投資増も追い風に、オフィス用モデルや大型モニターの販売が好調に推移した他

ｅスポーツやデジタルサイネージ市場の開拓を着実に進める
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※18年6月期上期と19年6月期上期の比較
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（単位：百万円）

周辺機器部門

前年同期比 増減額 増減率

■ 映像関連分野 131 25.6%

■ ネットワーク分野 142 4.5%

売上高の推移

3,636 3,680
3,952

映像関連分野 ：モバイル視聴スタイルの普及を目指す地デジチューナー、ゲーム実況動画の製作ユニット

の拡販を進めつつ、新４K衛星放送対応チューナー「REC-ONシリーズ」を上市

ネットワーク分野：無線LAN・NAS共に堅調に推移
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※18年6月期上期と19年6月期上期の比較
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特注部門/商品およびその他部門

前年同期比 増減額 増減率

■ 商品・その他 803 9.3%

■ 特注 240 88.1%

（単位：百万円）

売上高の推移

特注部門 ：OEMおよび特注案件の獲得が進む

：サムスン電子製のSSD等フラッシュメモリやスマートフォン関連商品、WD商品等の販売好調
商品および
その他部門
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※18年6月期上期と19年6月期上期の比較

SAMSUNG
SSD, Galaxyオプション

WD
外付けハードディスク

Verbatim
ディスクメディア、フラッシュメモリ

Creative
スピーカー、音響

※SSDは子会社ITGマーケティング㈱にて販売

商品、その他



2019年6月期通期の業績見通し



2019年6月期 損益計算書（予想）

2018年6月期

金額 （構成比）

2019年6月期 (予想)

金額 （構成比）

前年同期比較

増減額（増減率）
主な増減要因

売上高 55,441 60,000 4,559 (8.2%)
・上期に引き続き液晶モニターを中心に
増収を見込む

売上総利益 10,712 (19.3%) 11,300 (18.8%) 588 (5.5%)
・上期の進捗を踏まえ、当面足下の
為替水準が継続する前提

販売費及び

一般管理費
7,741 (14.0%) 8,500 (14.2%) 759 (9.8%)

・新市場開拓に係る研究開発費、
広告宣伝費等の増額の他、新基幹
情報システムの稼動による減価償却
費、人件費の増加等を見込む

営業利益 2,971 (5.4%) 2,800 (4.7%) ▲171 (▲5.8%)

経常利益 3,011 (5.4%) 2,800 (4.7%) ▲211 (▲7.0%)
・営業外収益、営業外費用について
は、定常発生額のみを想定

親会社株主に
帰属する
当期純利益

2,066 (3.7%) 1,900 (3.2%) ▲166 (▲8.1%)
・上期実績の特別損失に44、税金費用と
少数株主利益に856を見込む

（単位：百万円）

・為替レートの想定
・研究開発費の予想
・設備投資の予想
・減価償却費の予想

： 1ドル110円
： 1,250百万円（前年同期比 +154百万円）
： 2,400百万円（前年同期比 +634百万円）
： 560百万円（前年同期比 +307百万円）
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内訳：新自社物流センター建設に係る投資：19億円（前期実績：799百万円 *建設仮勘定、投資総額累計27億円）
基幹情報システムの更新に係る投資：2億円（投資総額累計：1,280百万円）

内訳：基幹情報システムの全面稼動（2018年7月1日）に伴い、当該減価償却費は当期より年間240百万円増加
（5年償却）する見込み
新自社物流センターは2019年4月稼動予定につき、当該減価償却費は当期30百万円を計上予定
（2020年6月期以降、当該減価償却費は年間1億円を計上予定。 但し、同等額程度の物流コスト削減の予定）



新自社物流センターの概要

本社⇔物流センター：車で片道約20分

項

2019年4月稼働予定

建 設 地 ：石川県能美市
敷地面積：17,424㎡
延床面積：16,064㎡
投資総額：27億円(予定)

完成イメージ
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現在本社近郊10箇所程に分散する在庫を集約

本社：金沢市能美根上スマートIC

小松空港

物流センター：能美市

石川県



2019年6月期 部門別売上高（予想）

2,872 3,590 2,400 
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（単位：百万円）

前年同期比 増減額 増減率

■ 商品・ その他 1,246 7.4%

■ 特注 457 84.2%

■ 周辺機器 492 6.6%

■ 液晶 3,447 26.4%

■ ストレージ 110 0.8%

■ メモリ ▲1,190 ▲33.1%

売上高の推移

48,461

55,441
60,000
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※18年6月期と19年6月期（予想）の比較

（予想）



注力分野



注力分野
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映像入出力

ストレージ

ネットワーク

⚫ 簡単デジタルサイネージ

⚫ デジタルスクール

⚫ eスポーツ

⚫ ４Kチューナー

⚫ ラインナップの充実

⚫ 安心を手軽に

⚫ LCM（ライフサイクルマネジメント）

⚫ クラウド・IoTサービス化

⚫ 快適ネットライフ

価値あるラインナップ・魅力的なソリューションを開発



映像入出力 簡単デジタルサイネージ

LCD-M4K552XDB

スティック型PC（CLPC-32WE1） 18

65
55

49

接続はモニター背面のHDMI端子に挿すだけ

http://www.iodata.jp/product/pc/signage/info/template.htm
http://www.iodata.jp/product/lcd/info/signage/


デジタルスクール

プロジェクターたっち（CLPC-32WE1/MPT）てれたっち（DA-TOUCH）

USB接続書画カメラ（US-DCAM1）

スティック型PC
（CLPC-32WE1/MPT）

超短投写ポータブルプロジェクター
（MP-SW51MJ）

10点タッチスクリーン
（MT-01J）

映像入出力
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e スポーツ

ゲーミングモニター ヘッドセット

ゲームキャプチャー

映像入出力
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成長するマーケットで当社シェアもアップ



４Kチューナー

4K（対応）テレビの国内出荷台数は

累計*500万台を超える。

（* 2011年の発売開始から2018年9月迄）

※一般社団法人 電子情報技術産業協会(JEITA)発表より

映像入出力
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「4Kチューナー内蔵TV」の出足は鈍い。

※BCN社「月次」液晶テレビ販売数量より集計
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液晶TV市場に占める

4Kチューナー内蔵モデルの割合

4Kﾁｭｰﾅｰ内蔵TV 液晶TVその他

10.3%



リモート視聴・録画映像入出力
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REC-ON（HVTR-BCTX3） （GV-NTX2）

3番組同時録画対応
ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞｰ
（HVTR-T3HDTｼﾘｰｽﾞ）

地上・BS・110度CSデジタル
放送対応録画テレビチューナー



NAS

SSD

光ディスクHDD

USBメモリー メモリーカード

クラウド

ラインナップの充実ストレージ
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安心を手軽にストレージ
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HDL-TAシリーズ



検討

購入

導入

管理

増設

移設

故障

障害

回収

引取

データ消去

コンテンツ移行

問い合わせ窓口

？

LCM（ライフサイクルマネジメント）

データ復旧

保守

インフォメーションデスク

障害予兆通知

設置リプレイス

？？

ストレージ
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LCM – 新サービスストレージ
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2018年10月～2011年12月～

2017年11月～



ネットワーク

？

クラウド・IoTサービス化

独自に、そして、他社連携を通じてサービス開発を進める
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⚫ 株式会社アイテム：Peace Eye（TS-WRLP）
https://peaceeye.jp/

⚫ 株式会社ピクセラ：Conteホームサービス（TS-WLC2）
http://www.pixela.co.jp/products/network/pix_gw100z/

⚫ 東京電力エナジーパートナー株式会社：ペットみるん（TS-WRLP）
https://www.service.tepco.co.jp/s/smarthome/pet/

実績

サービス展開例 – 見守り

等

ネットワーク
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https://peaceeye.jp/
http://www.pixela.co.jp/products/network/pix_gw100z/
http://www.pixela.co.jp/products/network/pix_gw100z/


サービス展開例 - 音楽エンタメ

歌詞表示 再生ランキング CDブックレット情報

約50万人の

登録ユーザーの

歌詞再生回数を

地域別／年代別

にランキング

アーティストの
様々な情報を
楽しむ

再生中の歌詞を

周囲のスマホに

共有／表示できる

「GOPPA シンガソン」

＊関連商品

CDレコ

ネットワーク

29



快適ネットライフネットワーク
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ネットフィルタリング Wi-Fi マモル



＊資料お取扱い上のご注意＊

31

１．本資料は、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、
投資勧誘を目的としたものではありません。実際に投資を行う際は、
本資料の情報に全面的に依拠して投資判断を下すことはお控えいだだき、
投資に関するご決定は皆様ご自身のご判断で行うようお願いいたします。

２．本資料中の業績予想ならびに将来予測に関する記述は、当社が資料
作成時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済情
勢の変動や予測不可能な不確定要因の影響を受けます。
従って、実際の業績は本資料中の予想に関する記述とは大きく異なる
可能性があることをご承知おきください。

３．本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切
責任を負うものではありませんのでご了承ください。




